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研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード：東南アジア 
 
１．研究計画の概要 

本研究では、東南アジアで越境する新型腸
管感染症が多発している代表地域等で調査
を行い、伝播ルートを明らかにする。また、
国境でマラリアが、労働者の国境移動などに
伴って越境している現状を明らかにする。さ
らに、感染症の発生と伝播に影響を及ぼす重
要な要因と感染症の発生・伝播による生活・
社会への影響を明らかにし、東南アジアの地
域特異性をまとめる。 

 
２．研究の進捗状況 

様々なディシプリンをもつ東南アジア地
域研究者および現地の研究協力者が協力し
て、東南アジアで越境する新型腸管感染症お
よびマラリアの発生と伝播に的を絞って研
究を開始した。 

 
 (1) 腸管感染症 
①腸炎ビブリオ感染症: 世界的大流行をお
こしている新型菌の国際的な伝播経路の１
つは輸出入二枚貝であることを明らかにし
た。東南アジアで感染症が多発しているのは、
二枚貝に菌が濃縮されることと、二枚貝を十
分加熱しないで喫食する中国式あるいは仏
教系の食習慣が原因であることを、地域間比
較調査・解析によって証明した。タイでは、
二枚貝の生育・増殖に適した自然環境がある
ことも関係していると考えられる。 
②大腸菌 O157 による感染症: タイ南部 – 
マレーシア – インドネシアという縦の枢軸
に沿って輸入牛肉から菌を分離解析し、菌の

越境の現状を明らかにした。分離菌は毒素遺
伝子（stx2）を持ちながら、毒素（Stx2）を
産生しないタイプであった。中国で分離した
同じタイプの菌の解析の結果、菌の保有する
ユニークな stx2 ファージが感染症例が見つ
からない重要な原因であると判断された。 
③コレラ研究からの展開: エビのコレラ菌
汚染の研究が、ミャンマー人移民労働者を介
してタイに越境してくる感染症の調査に発
展し、タイ国境でのミャンマー人に不利な
様々な政治社会経済構造が健康を阻害する
大きな要因となっていることが明らかにな
った。 
 
(2)マラリア研究 

インドネシア・マレーシア国境で、マラリ
アが労働者の国境移動などに伴って越境し
ている現状調査を行い、得られたデータに数
理解析モデルを適用した。二国間の経済格差
変動とマラリア感染者数比率とで線形関係
がみられたので、マラリア感染者数比率予測
に関する理論を展開した。 
 
(3)新たな展開  

新しい蚊媒介性ウイルス性疾患であるチ
クングニヤ熱がアジアで猛威を振るうよう
になった。周辺国からのヒトや物の出入りが
激しい都市国家シンガポールは、かつて
SARS に対する国家レベルの迅速な対応で高
い評価を受けた。チクングニヤ熱がこの国に
対して越境するか否かについて、急遽研究を
開始した。現在媒介蚊の駆除が重要なポイン
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トとなっている。 
 
３．現在までの達成度 
本研究は、おおむね順調に進展していると

言える。 
腸管感染症チームの対象とする病原菌の

各々については、現時点で目的の達成度は 5
段階中ほとんどが第 4 段階付近に達してい
るケースが多い。コレラ - エビ養殖の関係の
経済学的解析チームは、平成 21 年度からミ
ャンマー人移民労働者に伴う感染症の越境
についての研究に軌道修正したところ、研究
が予想していなかった方向へ進んでおり、興
味深い。マラリアチームでは、当初の目標を
超える研究の進展があり、予定以上の成果が
見込まれる。当初予定していなかったチクン
グニヤ熱がアジアでも流行するようになっ
たので、国家の政策の感染症伝播防止のモデ
ルケースとして取り上げることができたの
は、幸運であった。以上を総合的に考慮した
結果、上記のような判定結果となった。 
 
４．今後の研究の推進方策 

研究チームの一部に方針の変更はあった
が、全体的には、研究期間が終了するまでの
間に、研究目的を達成する見込みはある。今
後必要に応じて研究方針の軌道を修正しな
がら研究を進める。最終年度には、研究協力
者も含めて、関係者が集まってアジアの特定
地域および全体について、特異性を議論する
予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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